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のやりとりといった高次の社会的行動に視点を置いた研究が主流であり、1 歳 6 か月健診
が起点であった。しかし 1 歳 6 か月では、すでに ASD の重要な特徴が顕在化しており、
ここに至るまでの ASD 育児の困難性を考えると、乳児期早期のスクリーニングが必要と



















4 か月健診での乳児の問題動作と 3 歳健診での ASD との関連性の検討を目的として、N
市にいて 30 名の標本調査を行った。4 か月健診での動作テストで、次の 3 群を抽出した。
A 群は、動作問題が検出されなかった群、B 群は、動作問題が検出され、介入によって改
善した群、C 群は、動作問題が検出され、介入によって改善しにくい群である。3 歳健診
において、C 群は A 群に比べ、ASD 児と診断された割合が高かった。また C 群は B 群に
比べ、ASD と診断される割合が高い傾向がみられた。この結果から、ASD 早期スクリー
ニング方法としての動作テストの有効性が示唆された。また C 群の母親は、他群に比べ、
5 か月から 7 か月にかけて育児支援をより多く求めていることも判明した。  
 
研究Ⅱ   
研究Ⅰは標本調査であり、対象者数も少なかったため、N 市において、一定期間におけ
る 4 か月健診受診者を対象とした全数調査を実施した。4 か月健診受診者 134 名のうち、
要件を満たした 82 名を対象として、4 か月健診時の動作テストで、問題動作があった群と
問題動作がなかった群の 3 歳健診での ASD 数の差異を検討した。その結果、問題動作が
検出されなかった群には、ASD が皆無であったのに対し、問題動作が検出された群では
ASD が約 28%含まれ、2 群間での ASD 数に統計的な有意差が認められた。スクリーニン
グテストとしての能力では、感度は 100％で、ASD 児は 4 か月の動作テストで全員に問題
があった。陰性反応適中率は、100％で、動作テストで問題動作なしとされた場合、ASD





事例検討（ASD の早期支援のための動作の活用）  




取り組みは急務である。そこで、N 市での動作を活用した 4 か月からの育児支援の実際に
ついて、ASD の 3 事例を検討した。  
3 事例は、いずれも動作テストで問題動作が検出されており、事例 1 は母親から育児困









また 3 事例のうち、事例 1 と事例 2 は、N 市が準備した育児支援を有効に活用しており、
頻繁に親子が支援の場へ足を運び、関わり方のヒントを得ていって、いずれの事例とも、
3 歳健診では、対人対応の資質の伸びが確認できた。一方、公的育児支援の利用に消極的







とへの抵抗といった ASD の中核症状を把握できることが示された。また、ASD が多く含
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作」テストが ASD のスクリーニングに有効であることを実証するために、30名のサンプルを A
群（生後 4ヶ月の問題動作なしの 10名）、B 群（生後 4ヶ月で問題動作を検出、生後 5ヶ月、7











陽性的中率は 27,6％（「動作」テストで問題ありの乳児(29 名)のうち ASD(8 名)は 27.6％）であ
った。そのため「動作」に問題のある 3 ヶ月乳児については一層丁寧な育児支援の必要性を説い
ている。 
 本論文は、長期の乳児検診（4ヶ月、5ヶ月、7ヶ月、1歳 6ヶ月、3歳）に携わってきた実践
経験をふまえて、「動作」テストが新たに ASDのスクリーニングに有効であることを示唆してい
る。ただ、学位請求論文としては人文科学的背景にある心身関係論及び発達心理学や臨床心理学
の中での本研究の「立ち位置」が総合的に論述されていないこと、「動作」テストにおける動作の
問題（行動異常）と ASDの質的特徴（対人関係の構築、コミュニケーション、言語の発達等の障
害）の関係に考察が加えられていない点で、ややもの足らない。 
 しかしながら、コミュニケーションや対人関係構築の基礎となる乳児の視線や注視兆候を ASD
の早期発見に適用しようとする研究においては、ASDの兆候把握が最短で生後 6ヶ月であるのに
比べて、本研究は言語表出のできない 4ヶ月乳児への「動作」テストに着目して ASDの早期発見
に新たな道を開拓しつつあるという点で価値があろう。 
